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量として 1991年から 1996年まで 200kg/a，それ以降は 1997年と 2000年の 1000kg/a
を除いて 500kg/a を施用している堆肥多量連年施用有機栽培水田である． 
 
試験区の設定 




る方法である（写真 1）．不・対照区では 6月 1日と 6月 15日に箒，6月 22日と 6
月 26日，7月 8日，7月 13日に手取りによる除草を行った．有機物を施用する除草






設定した．耕・対照区では，6月 22日，6月 26日に除草機，7月 13日と 7月 15日
に手取りによる除草を行った． 
 2005年では，不耕起 2年目の圃場にて手取りによる除草を行った不耕起 2年目・
対照区（以下，不 2・対照区）とヘアリーベッチ（カネコ種苗 まめっこ）を冬季に
作付けした不耕起 2 年目・ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ区（以下，不 2・ﾍﾞｯﾁ区）を設定した．さらに，
 6 
不耕起 1年目の圃場を設け，不耕起 1年目・対照区（以下，不 1・対照区）と不耕起
1年目・ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ区（以下，不 1・ﾍﾞｯﾁ区）を設定した．不 2・対照区と不 1・対照
区では 6月 29日，7月 3日，7月 4日に手取り除草を行った．ヘアリーベッチの種子
は，2004年のコンバインによる収穫をした翌日の 9月 25日に 500g/a を播種した．
2005年 5月 1日にヘアリーベッチの地上部を刈り払い，ﾍﾞｯﾁ区全体が均等になるよ
うマルチした．2005年 4月 21日にヘアリーベッチの地上部被度を調べ，地上部乾物
重を推定したところ 14kg/a でその窒素含有量は 500Ng/a であった． 2005年におい
ても耕起と代掻きを行い，手取りと機械による除草を行った耕起・対照区（以下，
耕・対照区）を設定し，6月 8日に手取り，6月 14日に乗用除草機（クボタ農機 水
田除草機 SJ-6K），6 月 20 日に手取り，6 月 23 日に乗用除草機による除草を行った． 
 耕・対照区では耕起を試験前年冬（2003年 12月 11日，2004年 12月 16日）と試
験年春（2004年 4月 24日，2005年 4月 7日）の水稲作期前に計 2回行い，代掻きを
荒代（2004年 5月 13日，2005年 5月 11日）と植え代（2004年 5月 19日，2005年
5月 17日）の計 2回行なった． 
 以下，2004年，2005年ともに不耕起栽培を行なった試験区をまとめて不耕起区と
称し，2005年の不 2・対照区と不 2・ﾍﾞｯﾁ区をまとめて不耕起 2年目区，不 1・対照
区と不 1・ﾍﾞｯﾁ区をまとめて不耕起 1年目区とし，不 2・ﾍﾞｯﾁ区と不 1・ﾍﾞｯﾁ区をま
とめてベッチ区として，文章中では表した． 
 不耕起区の水管理として，2004年では 3月 17日（移植前 65日）より湛水，2005
年では 4月 22日（移植前 28日）より湛水を開始した，また，水稲栽培期間中は，






 堆肥施用方法は，2004年は 2月 26日，2005年は 3月 1日にマニュアスプレッダを
用いて堆肥 500kg/a を散布し，不耕起区では表面散布，耕・対照区では堆肥散布後の
ロータリ耕により全層施用とした．堆肥は牛糞，落葉，籾殻，稲藁を材料とし，
2004年のもので水分率 79.1％，乾物換算で窒素 1.84％，燐酸 2.02％，加里 1.61％，






23を用いて 1試験区あたり 2ヶ所で測定し，2005年は藤原製作所製 pH/NO3 /Eh 
METER PRN-41と TOA-DKK 製ポータブル ORP 計 P シリーズ RM-12P を用いて 1試
験区あたり 3ヶ所で測定した．2005年では，6月 28日より測定本体を東亜電波工業
製本体とした．電極について， 2004年では堀場製作所既製の比較電極内蔵の白金複











































後に，まず不 1・ﾍﾞｯﾁ区が－129mV となりその後-160mV 程度で安定し，次に不 2・
ﾍﾞｯﾁ区が湛水開始 13日後に－135mV となりその後－150mV 程度で安定した．対照
区はベッチ区よりも高く推移し，とくに不 1・対照区より不 2・対照区において高く
推移した．移植後，不耕起 2年目区では，まず不 2・ﾍﾞｯﾁ区が不 2・対照区よりも低
く推移したが，移植後 18日には同程度となり，その後不 2・ﾍﾞｯﾁ区が不 2・対照区
よりも高く推移し，湛水制限開始後の移植後 50日以降はとくに高く推移した．不耕
起 1年目区では，移植後 40日まで不 1・ﾍﾞｯﾁ区と不 1・対照区のどちらも同程度に
推移したが，不耕起 2年目区と同様に湛水制限開始後の移植後 50日以降は不 1・ﾍﾞｯ




があったために移植後 25 日以降上昇した．移植後 50 日に再び－178mV まで低下し，
移植後 61日以降は不耕起区より低く推移した． 





































不・対照 ×（1年目） 箒，手取り ○ × 表面散布 19.9
不・米ﾇｶ ×（1年目） 米ﾇｶ移植直後散布 ○ × 表面散布 20.1
不・米ﾇｶ早 ×（1年目） 米ﾇｶ早期散布 ○ × 表面散布 20.1
不・雑草ﾏﾙﾁ ×（1年目） 条間雑草マルチ ○ × 表面散布 20.3
耕・対照 ○ 手押し除草機，手取り × × 全層施用 19.8
2005年
不2・対照 ×（２年目） 手取り ○ ○ 表面散布 21.3
不2・ﾍﾞｯﾁ ×（２年目） ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ ○ ○ 表面散布 24.5
不1・対照 ×（1年目） 手取り ○ ○ 表面散布 21.5
不1・ﾍﾞｯﾁ ×（1年目） ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ ○ ○ 表面散布 21.0







































































































（本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡）
不・対照 238 ± 102 0 ± 0 9 ± 6 96 ± 43 0 ± 0 246 ± 97 588 ± 177
不・米ﾇｶ 378 ± 64 127 ± 43 131 ± 42 0 ± 0 2 ± 2 11 ± 11 649 ± 49
不・米ﾇｶ早 214 ± 90 154 ± 104 14 ± 9 8 ± 4 3 ± 3 34 ± 14 429 ± 118
不・雑草ﾏﾙﾁ 194 ± 35 51 ± 33 34 ± 15 162 ± 64 0 ± 0 42 ± 22 484 ± 128
耕・対照 112 ± 31 0 ± 0 0 ± 0 174 ± 41 0 ± 0 0 ± 0 287 ± 72
雑草乾物重
（ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡）
不・対照 39 ± 22 0 ± 0 1 ± 1 5 ± 3 0 ± 0 1 ± 1 46 ± 23
不・米ﾇｶ 532 ± 83 38 ± 8 74 ± 32 0 ± 0 2 ± 2 20 ± 20 667 ± 78
不・米ﾇｶ早 112 ± 63 39 ± 27 7 ± 4 0 ± 0 0 ± 0 17 ± 15 175 ± 87
不・雑草ﾏﾙﾁ 88 ± 21 17 ± 10 3 ± 1 5 ± 1 0 ± 0 0 ± 0 114 ± 12





（本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡） （本/㎡）
不2・対照 10 ± 5 26 ± 16 0 ± 0 1 ± 1 1 ± 1 38 ± 15
不2・ﾍﾞｯﾁ 2 ± 2 6 ± 1 0 ± 0 2 ± 2 1 ± 1 11 ± 3
不1・対照 100 ± 32 23 ± 2 28 ± 28 0 ± 0 11 ± 3 162 ± 56
不1・ﾍﾞｯﾁ 41 ± 14 3 ± 2 0 ± 0 0 ± 0 10 ± 5 54 ± 15
耕・対照 591 ± 86 0 ± 0 56 ± 40 507 ± 80 4 ± 3 2 ± 2 1160 ± 115
雑草乾物重
（ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡） （ｇ/㎡）
不2・対照 5 ± 5 224 ± 57 4 ± 2 0 ± 0 0 ± 0 1 ± 1 235 ± 60
不2・ﾍﾞｯﾁ 0 ± 0 240 ± 21 1 ± 0 0 ± 0 0 ± 0 0 ± 0 242 ± 21
不1・対照 11 ± 8 44 ± 33 2 ± 2 0 ± 0 0 ± 0 1 ± 1 59 ± 30
不1・ﾍﾞｯﾁ 11 ± 7 24 ± 11 0 ± 0 0 ± 0 0 ± 0 0 ± 0 36 ± 8








コナギ イボクサ アゼナ キカシグサ ホタルイ その他 合計
コナギ イボクサ アゼナ キカシグサ ホタルイ その他 合計





コナギ イボクサ 合計アゼナ キカシグサ ホタルイ その他
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写真 1 箒除草風景． 
 
 





写真 3 藻類の発生と雑草発生． 
 
 
写真 4 雑草ﾏﾙﾁの効果． 
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写真 5 ﾍｱﾘｰﾍﾞｯﾁ生育風景． 
 













































































































































































 試験区は第 1章と同じ試験区（第 1表，第 1図）であるが，対照区以外の試験区に
おいても，雑草調査地点を除いて，2004年の不・米ﾇｶ区では 6月 30日と 7月 15日
に，不・雑草ﾏﾙﾁ区では 6月 28日に手取り除草を行った．2005年の不 2・ﾍﾞｯﾁ区と











2004年では 21日間，2005年では 28日間とした．移植は 6条乗用田植機（クボタ農
機 WELSTAR）で，2004年は 5月 20日に，2005年は 5月 19日に行なった． 2004
年の移植苗は葉数 3.6，草丈 15.7ｃｍ，2005 年では葉数 3.5，草丈 12.5ｃｍであった．





 移植精度は，欠株率と移植苗の傾き程度を 2004年 5月 25日に不・対照区，不・米
ﾇｶ早区，耕・対照区において調査した．1試験区あたり 50株を 4地点調査した．移
植苗の傾き程度は，およそ次のように評価し記録した．ほぼ直立したものを 0，傾き










生育調査地点として 2004年では 5株 2条計 10株を 1試験区あたり 3地点，2005年
では 5株 1条計 5株を 1試験区あたり 6地点設置した．また，2004年は 6月 10日
（移植後 21日）から 8月 17日（移植後 89日）まで，2005年は 6月 2日（移植後 14






に位置する地点番号 1の 10株を調査し，2005年は生育調査 6地点のうち地点番号 1
と 4の 5株ずつ計 10株を調査した．また，2004年は 6月 24日（移植後 35日）から
9月 14日（移植後 117日）まで生育調査時に，2005年は 6月 16日（移植後 28日）




辺から選び採取した．2004 年は生育調査地点の周辺からそれぞれ 2 株ずつ計 6 株を，
2005年は生育調査地点の周辺からそれぞれ 1株ずつ計 6株を調査株とした．また，
2004年は 7月 9日（移植後 50日）と，8月 9・10日（移植後 81・82日），9月
17・21日（移植後 120・124日）に，2005年は 7月 7日（移植後 49日）と，8月 11








株を 3地点，2004年は 6月３日（移植後 14日）に，2005年は 5月 31日（移植後 12
日）に調査した．個体数はイネの地上部で確認されたものを記録し，食害程度はその
生育時期の最上位展開葉まで食害が見られたものを 3として，その１つ下の葉まで食




 倒伏程度は，1試験区あたり 3ヶ所を調査した．直立しているところを 0，完全倒
伏したところを 5として 0～5の 6段階で評価した．調査は登熟中期と収穫期の 2回
とし，2004年は 9月 6日と 9月 17日に，2005年は 8月 27日と 9月 20日に行なった． 
 
病害調査 
 病害は，いもち病と紋枯れ病について調査した．1試験区につき 40株を 3地点，









 収量と収量構成要素算出用の試料は，2004年では 9月 22日に，2005年では 9月
20日に採取した．収量調査は，2004年では 10株 4条の計 40株を 3地点，2005年で
は 10株 2条の計 20株を 6地点，地際から刈り取り，3週間程度風乾した後行なった．
まず 40株ないし 20株の全重を量り，脱穀，風選後に精籾重を量り，籾摺り後の玄米
重を総玄米重とし，それを 1.8mm篩で篩い，粒厚 1.8mm以上の玄米重を精玄米重と







り取った株数は，2004年では 1調査地点につき 5株，2005年では 3株である．各株











































































 第 6図に 2005年の生育調査の結果を示した．草丈について，不耕起区は耕・対照
区と比較して移植後 42日では高かったものの，移植後 56日以降は低く推移する傾向
であった．主稈葉数について，移植後 14日では耕・対照区が最も多かったが，移植


































































































































































最大草丈 主稈葉数 最高茎数 有効茎歩合
（ｃｍ） （本/㎡） （％） (移植後日数)
2004年
不・対照 126 14.9 340 98 8月 7日 (79日）
不・米ﾇｶ 120 13.8 297 100 8月10日 (82日）
不・米ﾇｶ早 123 15.1 362 98 8月 7日 (79日）
不・雑草ﾏﾙﾁ 122 14.4 315 96 8月 8日 (80日）
耕・対照 119 14.0 327 79 8月 7日 (79日）
2005年
不2・対照 113 15.4 282 76 8月 9日 (82日）
不2・ﾍﾞｯﾁ 117 14.4 340 80 8月10日 (83日）
不1・対照 112 15.1 257 80 8月 9日 (82日）
不1・ﾍﾞｯﾁ 112 15.3 255 86 8月10日 (83日）
耕・対照 115 15.1 227 84 8月 9日 (82日）
最大草丈，主稈葉数，最高茎数は生育調査結果より引用．
有効茎歩合は最終生育調査時の出穂数/最高茎数×100から求めた．














































































































































































































































不・対照 0.47 ± 0.14 1.70 ± 0.10
不・米ﾇｶ 0.37 ± 0.09 1.82 ± 0.09
不・米ﾇｶ早 0.22 ± 0.06 1.30 ± 0.08
不・雑草ﾏﾙﾁ 0.28 ± 0.09 1.88 ± 0.75
耕・対照 0.56 ± 0.11 1.64 ± 0.14
2005年
不2・対照 0.00 ± 0.00 2.57 ± 0.12
不2・ﾍﾞｯﾁ 0.13 ± 0.04 2.23 ± 0.12
不1・対照 0.02 ± 0.02 2.43 ± 0.15
不1・ﾍﾞｯﾁ 0.17 ± 0.06 2.67 ± 0.12








不・対照 0.47 ± 0.16 0.07 ± 0.04 2.48 ± 0.14
不・米ﾇｶ 0.30 ± 0.05 0.02 ± 0.02 2.32 ± 0.14
不・米ﾇｶ早 0.17 ± 0.04 0.05 ± 0.03 1.23 ± 0.25
不・雑草ﾏﾙﾁ 0.12 ± 0.07 0.07 ± 0.04 0.70 ± 0.16
耕・対照 0.00 ± 0.00 0.00 ± 0.00 1.66 ± 0.09
2005年
不2・対照 0.17 ± 0.04 0.03 ± 0.03 1.73 ± 0.29
不2・ﾍﾞｯﾁ 0.11 ± 0.01 0.05 ± 0.05 1.95 ± 0.38
不1・対照 0.12 ± 0.06 0.01 ± 0.01 1.23 ± 0.29
不1・ﾍﾞｯﾁ 0.14 ± 0.02 0.02 ± 0.01 1.24 ± 0.19




























不・対照 22 ± 0 94 ± 2 43 ± 0 23 ± 0 15.4 ± 0.6 8.2 ± 0.8 4.3 ± 0.4
不・米ﾇｶ 22 ± 0 92 ± 0 42 ± 1 22 ± 0 15.4 ± 0.6 7.9 ± 0.3 4.3 ± 0.3
不・米ﾇｶ早 21 ± 0 94 ± 2 40 ± 0 22 ± 0 17.0 ± 0.5 9.7 ± 0.2 5.5 ± 0.7
不・雑草ﾏﾙﾁ 21 ± 0 95 ± 1 41 ± 1 23 ± 1 17.1 ± 0.1 8.8 ± 0.2 4.8 ± 0.4
耕・対照 22 ± 0 87 ± 0 42 ± 1 21 ± 0 13.1 ± 0.2 6.8 ± 0.0 3.3 ± 0.4
2005年
不2・対照 20 ± 0 96 ± 2 40 ± 0 21 ± 0 16.8 ± 0.3 11.2 ± 0.2 6.5 ± 0.8
不2・ﾍﾞｯﾁ 20 ± 0 93 ± 1 40 ± 0 22 ± 0 16.5 ± 0.3 10.2 ± 0.4 4.4 ± 0.5
不1・対照 20 ± 0 90 ± 1 39 ± 1 21 ± 0 16.2 ± 0.2 9.9 ± 0.3 4.4 ± 0.1
不1・ﾍﾞｯﾁ 20 ± 0 92 ± 1 40 ± 0 22 ± 0 16.5 ± 0.3 9.6 ± 0.4 4.0 ± 0.4













不・対照 1296 ± 87 680 ± 32 616 ± 56 1.11 ± 0.05 557 ± 25 81 ± 18 476 ± 27
不・米ﾇｶ 1226 ± 45 623 ± 14 602 ± 31 1.04 ± 0.03 515 ± 12 62 ± 6 453 ± 6
不・米ﾇｶ早 1340 ± 88 663 ± 24 677 ± 91 1.02 ± 0.17 549 ± 21 74 ± 9 475 ± 13
不・雑草ﾏﾙﾁ 1264 ± 93 642 ± 34 622 ± 59 1.04 ± 0.04 562 ± 32 98 ± 30 464 ± 18
耕・対照 1175 ± 88 604 ± 53 571 ± 36 1.05 ± 0.03 490 ± 41 15 ± 3 474 ± 38
2005年
不2・対照 1250 ± 28 607 ± 17 643 ± 15 0.95 ± 0.02 505 ± 15 44 ± 3 460 ± 15
不2・ﾍﾞｯﾁ 1342 ± 43 651 ± 25 692 ± 21 0.94 ± 0.02 533 ± 21 65 ± 8 468 ± 21
不1・対照 1208 ± 22 614 ± 9 593 ± 15 1.04 ± 0.02 506 ± 9 33 ± 2 474 ± 9
不1・ﾍﾞｯﾁ 1278 ± 26 638 ± 13 640 ± 17 1.00 ± 0.03 526 ± 11 28 ± 1 498 ± 12









不・対照 275 ± 26 132 ± 3.2 36.2 ± 2.9 72 ± 3.5 21.1 ± 0.2
不・米ﾇｶ 271 ± 2 120 ± 0.3 32.5 ± 0.3 78 ± 1.1 21.6 ± 0.1
不・米ﾇｶ早 310 ± 24 122 ± 1.4 37.9 ± 2.7 73 ± 3.5 20.9 ± 0.1
不・雑草ﾏﾙﾁ 279 ± 25 125 ± 4.4 34.9 ± 3.7 75 ± 5.3 21.1 ± 0.1
耕・対照 213 ± 19 115 ± 3.2 24.3 ± 1.5 90 ± 1.5 22.8 ± 0.2
2005年
不2・対照 300 ± 4 98 ± 4.0 29.4 ± 1.2 84 ± 1.4 21.3 ± 0.1
不2・ﾍﾞｯﾁ 333 ± 18 109 ± 3.3 36.2 ± 2.7 83 ± 2.4 21.2 ± 0.2
不1・対照 278 ± 4 108 ± 2.8 30.1 ± 1.0 86 ± 1.0 21.2 ± 0.1
不1・ﾍﾞｯﾁ 265 ± 8 110 ± 2.5 29.2 ± 1.3 89 ± 0.7 21.5 ± 0.1
耕・対照 225 ± 11 121 ± 6.0 27.2 ± 2.2 86 ± 2.1 21.6 ± 0.1
表の値は各試験区の平均値±標準誤差．
第10表　収量構成要素．
穂数 一穂籾数 登熟歩合 千粒重籾数













不・対照 20.4 ± 3.5 7.9 ± 0.1
不・米ﾇｶ 23.3 ± 2.8 7.7 ± 0.1
不・米ﾇｶ早 20.9 ± 2.0 8.1 ± 0.3
不・雑草ﾏﾙﾁ 21.8 ± 2.0 7.8 ± 0.1
耕・対照 8.3 ± 1.5 7.2 ± 0.2
2005年
不2・対照 10.9 ± 1.1 6.2 ± 0.0
不2・ﾍﾞｯﾁ 13.5 ± 1.5 6.3 ± 0.1
不1・対照 11.3 ± 0.5 6.1 ± 0.1
不1・ﾍﾞｯﾁ 10.4 ± 1.0 5.9 ± 0.0






不2・対照 3.0 ± 0.1 5.9 ± 0.2 15.2 ± 0.6 17.4 ± 0.8
不2・ﾍﾞｯﾁ 3.2 ± 0.1 5.5 ± 0.3 14.3 ± 0.8 17.3 ± 0.9
不1・対照 3.1 ± 0.1 5.5 ± 0.5 13.7 ± 1.3 14.9 ± 1.3
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写真 8 不耕起区に移植された苗（2004 年）． 
 
 

























































後 63日以降に最大に達し，有効茎歩合は 96％以上であった（第 4表，第 5図）． 
 一般に不耕起栽培では，土壌の硬さや窒素供給力の低さから，初期生育が抑制され











































































































































































































とが報告されている（安藤ら 1998，西田ら 1999，金田 1997）．一方で，不耕起栽
培における土壌の物理的変化は水稲栽培期間の土壌を酸化的に推移させ温室効果ガス













9月 27日に行い，不 2・対照区，不 1・対照区，耕・対照区にて，1試験区あたり 3
地点で行った．調査地点は足跡のない場所を選び，できるだけ稲株から離れた条間の
中央にて行った．それぞれの測定は，土壌を上層（0～5cm），中層(5～10cm)，下層




あたり 3ヶ所測定した．三相組成測定試料は，100c ㎥の採土円筒を用い 1層あたり 1
ヶ所，地表面に対し垂直方向に差込み採取した．三相の割合は実容積法により求めた
（土壌環境分析法 P21～24）．つまり採取した試料の重量を測定し，実容積を測定





































全 5回の測定の中で，不・対照区では移植後 48日に最大発生量 39.3mg CH4  m-2 hr -1
となり，耕・対照区では移植後 69日に最大発生量 33.3mg CH4  m-2 hr-1 となった． 
 第 13図に 2005年におけるメタンフラックスと酸化還元電位の推移を示した．不
2・対照区と不 1・対照区において移植後 33日のメタン発生量が耕・対照区より多か
ったが，その後は耕・対照区が不 2・対照区と不 1・対照区より多く発生した．耕・
対照区では，移植後 82日の最大発生量 30.2mg CH4 m-2 hr-1 まで増加を続けたが，不
2・対照区と不 1・対照区では，移植後 33日にそれぞれ最大の 11.6mg CH4 m-2 hr -1，
14.4mg CH4 m-2 hr -1 を記録した後，移植後 70日にかけて発生がほぼ認められなくなる
まで減少した．不 2・対照区と不 1・対照区にて，出穂開花期の移植後 82日に発生


















































































































































































































































































量は耕・対照区が 472g/㎡であり，不 2・対照区は 460g/㎡，不 2・ﾍﾞｯﾁ区は 468g/㎡，
























































Growth and Yield of Rice and Field Ecology in Non-tillage Paddy Field by Organic 
Culture 
Shigeo Hitomi 
Development of weed, rice growth, grain yield, soil physical and CH4  emission were 
examined in an organic paddy field introduced non-tillage with continuous application 
of much farmyard manure in 2004 and 2005. In a non-tillage plot, water was covered  
early to improve transplanting. Weed control method was rice bran application after 
transplanting (RB), early rice bran application when irrigated (ERB), and weed mulch 
(WM) in 2004 and hairy vetch as a cover crop in 2005. There was no clear effect in a 
RB plot.  There was indirect effect by algal development for weed control in ERB.WM 
almost controlled inter-row space. There was suppression for Monochoria  vaginarlis 
and Lindernia  procumbens by hairy vetch. But regardless of hairy vetch, long term non-
tillage duration caused an increase in Murdannia keisak  and decrease in Monochoria 
vaginarlis by dry weight. This phenomenon was attributed to accumulation of organic 
matter at soil surface by non-tillage organic culture and weed germination character.  In 
2004, rice plants lodged and grain quality declined by increased white portions at a  non-
tillage plot.  In 2005, lodging and development of white portions were alleviated by 
intermittent irrigation after maximum tiller stage at a non-tillage plot.  But white 
portions of grains were confirmed in a non-tillage plot more than a tillage plot, which 
might be attributed to the possibility of lowered ripening by surface drainage and 
decreased grain stem ratio. The grain yield at a  tillage plot was about 470g/㎡ in both 
years, and at a non-tillage plot it was 453～476g/㎡ in 2004 and 460～498g/㎡ in 2005. 
In soil physical characteristics, the improvement of soil water drainage ability was 
 71 
suggested because of marked Eh elevation by intermittent irrigation. So CH4 emission 
tended to decrease in a non-tillage plot, when the intermittent irrigation was applied. 
Thus, non-tillage changed development of weeds, rice growth, grain yield, oil physical 
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